





っている。藤川 (1979) や中村 (1979，1987) は無農薬・
無施肥で行われる自然農耕地においても、育土に果た
す土壌動物の役割が大きいことを報告している。


















岩の上部に厚さ約 50cm の母岩の風化した C 層があ
り、さらにその上部に厚さ約 20cm の第 1 次 B 層と
約 60cm に堆積した第 1 次 A 層が発達している。第 1
次 A 層は有機物と無機物が混合し、腐植を多く含む
暗色層である。さらにこの第 1 次 A 層の上に、男体
山の噴火が起こり浮石が積もり第 2 次 B 層を形成し、
植物の生育により第 2 次 A 層が生じている。このよ
うな土壌の構造が基礎となり、上部に腐植層 (H 層 )、
腐糞層 (F 層 )、落葉落枝層 (L 層 ) が堆積しており、
この 3 層を Ao 層と呼んでいる。
2.2 　調査地の気象
　調査地域の気象については未観測であるが、気象庁
日光測候所 ( 北緯 36 度 44.3 分、東経 139 度 30.0 分、
標高 1291.9m）の 1981 ～ 2010 年間の観測データによ
ると、奥日光の年平均気温は 6.9℃、月平均の最高気
温は 22.6℃（8 月）、月平均最低気温は− 8.1℃（1,2 月）、
年降水量は 2,176.3mmおよび最大積雪深は 36cm（2 月）
であった。
2.3　調査地の選定
　1987 年 4 月 24 ～ 26 日に、ツルグレン装置の抽出
時間およびサンプルサイズ検討のため、弓張峠と湯滝






にあたっては、舘脇 ･ 他 (1965) および長谷川 (1982)
を参考にした。
2.4.1　N-1　日光市湯滝西側　( 写真 1)
　高木層はコメツガ (Tsuga diversifolia) やブナ (Fagus 
crenata) からなる混交林で、林床はミヤコザサ (Sasa 
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　高木層はミズナラ (Quercus crispula) の純林であり、














行われている、25cm × 25cm の方形枠を用いた「枠

















































　一定比率 P ＝ nʼ/x　･･････････（1）で推定す
る場合には、
　　　　　　 n ≧（t s ／ nʼ)２　に (1) 式を代入して
　　　　　　 n ≧（t s ／ Px)２　･･････････（2）
このとき、P は許容誤差で 40％許容誤差として P=0.4
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土壌動物落下個体数（％）奥日光西ノ湖 1987 年５月 22日採取
図４　宇都宮大学ツルグレン装置による抽出経過時間と大型土
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